
　当センターでは、企画課内に総合相談窓口を設けて、２人の
相談員が、創業や経営に関する相談に応じています。�
　どうぞお気軽に、ご相談ください。また、ホームページから
も相談を受け付けておりますのでご利用下さい。�
　今月号では、いくつかの相談事例の中から、創業以前の事例
を紹介します。�

1　「生活費を稼ぐこと」�

2　「貯蓄に励むこと」�

3　「税金や社会的負担�
　をすること」�

4　「配偶者をみつける�
　こと」�

5　「社会常識と社会的�
　知識を身につけること」�

　現在２８歳のサラリー

マンです。あと、２年ほ

どしてから、脱サラをして、

創業したいと思っています。会社

にいるうちに、準備しておくことは、

どんな事でしょうか。�
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流通・通�
不況を乗り切る、従業員のモチベーション��
　岩手県内でも不況の風がなかなか止む気配を感じさせない。これまで比較的堅

調だった人材派遣会社でも、派遣先からの契約解除や派遣人員の削減が相次ぎ、

登録者の自宅待機が続いているという。人材の派遣が増えているのは、金融

機関や生命保険会社のオペレーション業務などの一部だけだ。その一方で、

買い控えが目についた高級外国車の販売が伸びているディーラーもある。消費

の低迷が不況によるものなのか、あるいは買いたいものがないだけなのか。�
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会社に勤めたことによ

る利点は種々あります

が、一番は何といっても

「世の中の常識を知ることができた」

ということです。このことを体得

できなければ、創業どころか、世

の中をうまく生き抜いていくこと

はできません。

創業するにあたっては、まず第

一に「何をしたいかを決めること」

です。そして「やりたい業界の情

報を常につかむようアンテナを張

りめぐらすこと」です。さらに

「その業界情報に詳しい人脈、ネ

ットワークを開業までに確立し、

最大限、利用すること」です。

会社に勤めながら「創業の前に

なすべきこと」を列挙すれば次の

とおりです。

サラリーマン生活をしながら、

1 「生活費を稼ぐこと」

親のパラサイト（寄生、保護）

から脱却して、独立することです。

2 「貯蓄に励むこと」

創業までに自己資金を貯める

こと、貯める能力を持つことは、

独立自営業者の基本です。

3 「税金や社会的負担をすること」

納税能力のない人に、助成金

や公的借入の話は生まれません。

各種の社会的負担に耐えてこそ、

人を使う能力も生まれます。

4 「配偶者をみつけること」

安定している会社勤めのとき

こそ、相手を見つける時期です。

「一人扶持（ぶち＝米）は食えぬ

が、二人扶持は食える」とは、よ

くいわれます。

5 「社会常識と社会的知識を身に

つけること」

これが、会社に勤めた時にで

きる最大のメリットです。人は形

から入りますから常識が必要であ

り、世の中の仕組みをつかむこと

は、ビジネスをする基本です。こ

れに、ノリッジ（知識）やスキル

（技術）が加わっていきます。常

識とは、身なり、容姿、態度、躾

です。これらからはずれれば、人

はあなたに会ってもくれません。

つまり「商売にならない」という

ことです。ビジネスは商品、サー

ビスを媒介にした、人間関係理論

と心得ておくべきです。

個性を尊重するスローフード！
経済成長の時代には、いかに効率を高め、同じ売

上の中で収益をあげるかが、経営の大きなテーマに

なっていた。人員の配置をどうするか。パートやア

ルバイトでも業務をこなせるようにするためにはど

うするか。経営者や人事担当者は智恵をしぼり、そ

の難問に取り組んできたにちがいない。その典型と

もいえるシステムが、マクドナルドに代表されるフ

ァーストフードの販売マニュアルであろう。ジョー

ジ・リッツアが現代社会を評して『マクドナルド化

する社会』と表現するほど、効率経営の象徴的存在

となっている。

これに対し、近年世界的に運動が広がっている

「スローフード」は、効率性よりも地域性、画一よ

りも個性を尊重しようと展開されている。イタリア

北部の小さな町から始まったこの運動は、世界38カ

国、132都市に約6万人の会員を抱えるほどに成長

した。岩手県でも、去る6月27日に岩泉町で「岩手

スローフード協会」が発足したばかり。“ゆっくり

食べる”あるいは“伝統食を守る”といったことか

らライフスタイル、生き方そのものを追究する運動

に共感を覚える読者も少なくないであろう。

マニュアル的対応の限界！
ところで、最近接客業の現場で、効率化の権化で

あるマニュアル的対応が問題になっている。例えば、

高級ブランド品を扱うブティック。接客する際のお

客様との距離感や商品の取り扱いなどで、不快

感を与えているというのだ。デザインや品質

を誇示する一方で、試着しているお客様を離

れてただ眺めているだけだったり、商品を無

造作に扱ったりと。もちろん、以前のように

お客様にしつこくまとわりつくことは厳

禁だが、売る気があるのか、自分を客

とみていないのかといった不信感を募

らせる対応も避けなければならない。

とくに商品の扱いは要注意だ。それが

ブランド品、あるいはブランドイメージを大切にし

ている店舗であればなおさらである。こうした現状

は他の接客業、例えばホテル・旅館業などでもみら

れるという。些細なことがお客様の商品離れ、店離

れにつながらないよう、充分注意していただきたい。

従業員のモチベーションアップを！
効率一辺倒・マニュアル偏重主義から、個性的・

臨機応変型の経営へ。そのためには商品や店舗の差

別化だけでなく、そこで働く従業員のモチベーショ

ンを高めることも必要だ。先ごろ放映されたNHKテ

レビ『クローズアップ現代』の「会社の中で独立し

ます～広がる個人事業主～」をご覧になった読者も

多いことだろう。社員との関係を「雇用契約」から

「業務委託」に切り替え、成功している企業の事例

を紹介したものだ。経営者側にはコスト削減、社員

側には働いた分だけ収入が得られるというメリット

があるという。

しかし、関西に本部を置くある企業では、あえて

社員時代の給料を下げない条件で個人事業主制度を

導入した。その理由はコスト削減ではなく、“モチ

ベーション”の問題である。社内にぬるま湯的な体

質が蔓延し、業績への影響が心配されたからだ。社

員は個人事業主になることで不安定になる。それが

モチベーションアップにつながり、ひいては経営

者・社員双方の利益になると考えたのである。

雇用契約を変えないまでも、モチベーションを高

める新しい人事制度を導入した企業もある。

甲信越のある食品加工会社では、独

自の記述試験を取り入れ、「自己理解

力」「他人理解力」「社会性理解力」

「欲望高揚力」を測り、昇給・昇格を

決めることにした。いわば起業家精

神をモチベーションアップにつなげよ

うという試み。先行き不透明だからとい

って、手をこまねいているだけでは、出口は

見つからないのである。


